
新型コロナウイルス感染症
関連情報はこちらから

町ホームページ

令和3年1月末現在の
人口の動き

●人口　 13,839人（前月比−43人） 男 6,924人（−27人） ●外国人人口 300人（前月比+12人）男 142人（+5人）女 158人（+7人）
　（外国籍除く） （前年比−172人） 女 6,915人（−16人） ●世帯数 4,842世帯（外国人のみの世帯含む）

3 March  No.536
広報せいろう
2021

町のイメージキャラクター

百合若 はなちゃん緑丸

　３月３日はひな祭りです。蓮野こども
園では、２月５日（金）に飾り付けが行
われ、お手伝いをした女の子たちは、に
こやかに人形を並べていました。
　町の子どもたちの健やかな成長をお祈
りします。

（※撮影時のみマスクを外しています。）

健やかな成長を願い



広報聖籠 R3.3　2日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ
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一般会計予算額 （12 月補正後）  ※ 参考
前年度比較うち

新型コロナ対策費
前年度予算額

（12 月補正後）
92 億 282 万円 19 億 5629 万円 69 億 3593 万円 22 億 6689 万円

国・県からの交付金等 町の一般財源 町債（町の借金） その他（寄附金等）
16 億 6462 万円 1 億 6905 万円 1 億 1730 万円 532 万円

財源の内訳

新型コロナウイルス対策費でおよそ 20 億円
を予算計上しています。ちなみに、前年同時
期予算との比較では、およそ 22 億円の増と
なっています。

■コロナ対策費　　■コロナ対策以外

■一般財源　■町債　■その他　■国・県からの交付金等

85%
16億6462万円

0.3%
532万円

6%
1億1730万円

9%
1億6905万円

一般会計予算に占める
新型コロナウイルス対策費

新型コロナ対策事業の実施財源

79%
72億4653万円

21%
19億5629万円



3　R3.3 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ
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広報聖籠 R3.3　4日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

子育て応援パスポート・子育てきらきらカードを交付します！

　町では、安心して子どもを産み、子育てに喜びが持てるようなまちづくりの一環として、町内事業所のご協
力をいただきながら地域全体で子育てを応援し、子育て世帯の経済的負担の軽減を図ることを目的に新潟市、
田上町との連携による「子育て応援パスポート」および新発田市、胎内市との連携による「子育てきらきらカー
ド」を発行しています。
　つきましては、令和３年度に使用できる「子育て応援パスポート・子育てきらきらカード」（以下「パスポー
ト」）を対象の方に交付します。

  事業内容 
　中学３年生以下のお子さまを養育する保護者に、パスポートを交付します。協賛店で提示することでサービ
スが受けられます。
　「子育て応援パスポート」は、聖籠町内のほか、新潟市、田上町の協賛店で利用できます。
　また、「子育てきらきらカード」は、新発田市、胎内市の協賛店で利用できます。

  子育て応援パスポート・子育てきらきらカード 

※ 子育て応援パスポート・子育てきらきらカードを一体化し、両面に印刷したものを交付します。

【交付対象者】
　中学３年生以下のお子さまを養育する保護者

【パスポートの交付】
　令和３年３月１日時点で聖籠町に住民登録されている場合は、郵送または保育園・こども園・学校を通じて
交付します（手続きは不要です）。
　４月になっても届かない場合は、お手数ですが子ども教育課までお問い合わせください。
　３月１日以降、転入・出生により対象となった場合は、届出の際に窓口で交付します。

【パスポートの利用にあたって】
・パスポートを他人に譲渡や貸与することはできません。
・サービス内容は、随時変更となることがあります。また、サービスの提供に条件が設けられていることもあ
ります。ご利用にあたっては、最新のサービス内容をあらかじめご確認ください。
・パスポートは必ず持参してください。その場でご提示いただかないと、サービスを受けることができません。
「会計前（工事前）にご提示ください」などの指定に沿って、忘れずにご提示ください。
・パスポートは毎年変わります。有効期限の切れたパスポートは使用できません。
・新潟市、田上町の協賛店で利用の場合は「子育て応援パスポート」の面を、新発田市、胎内市の協賛店を利
用の場合は「子育てきらきらカード」の面をご提示ください。

【再交付】
　パスポートを紛失した場合は、保護者などからの申請により子ども教育課の窓口で再交付します。



5　R3.3 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

子育て応援パスポート協賛店舗一覧表（聖籠町）・・・令和３年２月現在
No 業務内容 店舗、施設等名称 住所 電話番号 営業時間 定休日 割引等の特典内容

1 金融業 新潟縣信用組合�
聖籠支店

聖籠町大字諏訪山
1650番地11 0254-27-3733 9時～15時�

（窓口業務）
土曜日、日曜
日、祝日 マイカーローン金利優遇

2 米販売�
米配達 きたえちご米店 聖籠町大字亀塚�

25番地の1 0254-28-7854 8時30分～
17時

土曜日、日曜
日、祝日

ご自宅までの米の無料配達（聖籠町内）　　　　�　　�
1回のお買い上げが10㎏以上の方に粗品を進呈（粗品
は弊社の作る季節の作物か、お買い上げのお米を6合
分増量）

3
食料品及び
日用品の販
売

ウオロク次第浜店 聖籠町次第浜�
1670番地2 0254-27-0033 9時～21時 元日のみ

一部除外商品を除く全商品を、日曜、祝日のみ5％割引�
除外商品…酒、たばこ、指定ゴミ袋、本、雑誌、商品
券、宅配料金、修理代、収納代行

4 飲食業 ドライブイン小柳 聖籠町大字次第浜�
2055番地3 0254-27-3531 11時30分～21時30分

月曜日�
（祝日除く） ソフトドリンク１杯サービス（中学生以下）

5 農産物販売 JA北越後農産物�
直売所

新発田市島潟字弁天
1449番地1 0254-20-8801 9時～18時 火曜日�

（祝日除く）
JA北越後産コシヒカリ玄米（特別栽培米）30㎏�１袋
通常価格11,000円（税込）のところを9,500円（税込）
で販売

6 建築業・大工 有限会社�本田建築 聖籠町大字藤寄�
3426番地2 0254-27-8746 8時～18時

日曜日、祝日、�
第2・第4土曜

日
小・中学生以下（1家族）/工事費の3％引き

7 建設業 株式会社�聖籠第一設備 聖籠町大字網代浜�
919番地3 0254-27-3855 8時～17時

日曜日、祝日、�
第2・第4土曜

日

無料見積・さらに見積額から10％割引（公共下水道
工事、給湯器・トイレ入替工事、水廻りに関する工事、
リフォームに関する工事、消雪設備工事）

8 農産物直売所・飲食 聖籠地場物産館 聖籠町大字蓮野�
708番地2 0254-27-1212 9時～19時 水曜日 来店時に杉の子の家の廃油石鹸、コーヒー１杯（10

時～14時）、お菓子詰め合わせのいずれか進呈

9 整体院 ハンドニスト整体院 聖籠町大字蓮野�
2513番地1 080-1065-8690 9時～18時 祝日、年末年

始 初診500円割引

10 建設業 曽根建株式会社 聖籠町大字蓮潟�
2492番地 0254-27-5111 8時～17時

日曜日、祝日、�
第2・第4土曜

日

金額に応じた記念品プレゼント　　　　　　　　　　�
（住宅の新築・改築の場合、エアコンまたは暖房器具
の贈呈等）

11 飲食業 居食亭ほうせい丸 聖籠町大字藤寄�
2321番地4 025-386-3587 11時～14時�17時～21時 なし ご家族のお食事代を5％割引（祝日を除く月～金のみ）�

※他の割引券やサービス券との併用はできません

12 飲食業 アジアンレストラン
　ミルチリオ　

聖籠町東港7丁目�
861番地2 025-288-1120 11時～15時�17時～21時 水曜日 プレーンナンおかわり1枚またはソフトドリンク１杯

サービス（17時～21時のみ）

13 清掃業 株式会社　ワイズクリ
エイト

聖籠町大字諏訪山�
2351番地1 0254-27-7891 8時30分～

17時30分 日曜日、祝日 ハウスクリ－ニング（エアコン・換気扇クリーニング
等）　見積額から10％割引

14 飲食業・カフェ ぽかぽカフェ 聖籠町大字諏訪山�
2355番地1 0254-20-7788 8時30分～

17時30分
月曜日、�
第2日曜日

スフレパンケーキ・キッズスフレパンケーキ　100円
割引

15 味噌・甘酒製造
味噌醸造元　株式会社

　渋谷商店
聖籠町東港7丁目
4763番地7 0120-65-2080 8時30分～

17時
土曜日、日曜
日、祝日 ご来店お買い上げ時に5％割引

※　特典内容は商品の売り切れや入れ替え等に伴い、変更となる場合もありますので予めご了承お願いします。

お問い合わせ　子ども教育課　子ども・子育て支援係　（内線３０７）

  協賛店舗 
　次の卓上ポップのある店舗で様々な特典を受けることができます。
※町外での利用の場合も、当該市・町民と同様のサービスを受けることが
　できます。

最新の協賛店・サービス内容は、こちらから ☞

聖籠町子育て応援パスポート事業
（http : //www.town . seiro .niigata . jp/ town_hp/kyouiku/17passport .html）

  協賛店舗・施設を募集します 
　町では、地域社会全体で子育て家庭を支援していくために、子育て家庭に様々なサービスを提供していただ
ける協賛店舗・施設を募集しています。
【協賛店のメリット】
　「子育て応援パスポート協賛店」卓上ポップおよびポスターを配布します。レジなどで掲示することでＰＲ
ができます。
　町ホームページや広報で協賛店舗として紹介します。
【協賛店舗などでの特典】
　特典やサービス内容は、各店舗で独自に設定していただいてかまいません。
　また、サービスの提供日や提供時間を限定することも可能です。
【申込方法】
　申込書に必要事項をご記入の上、子ども教育課までご提出ください。
　詳しくは、下記ホームページをご参照いただくか、子ども教育課までご連絡ください。
　（http : //www. town . seiro .niigata . jp/ town_hp/kyouiku/ form17kyousanten .html）



広報聖籠 R3.3　6日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

４　
聖
籠
町
建
設
業
協
会

①
役
場
前
歩

道
／
②
草
花

等
の
植
栽
・

管
理
／
③
建

設
業
協
会
は
、

公
共
の
福
祉

に
貢
献
す
る

こ
と
も
積
極

的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
内
の
美
化
の
活
動
に

参
加
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

５　
㈱
岩
測
設
計

①
三
賀
・
追
分
交
差
点
周
辺
／
②
ゴ

ミ
拾
い
、
草
花
等
の
植
栽
・
管
理
／

③
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

花
や
緑
の
木

を
見
る
と
和

ん
で
い
た
だ

け
る
と
思
い

ま
す
。

６　
汐
美
台
自
治
会①

汐
美
台
公

園
前
緑
地
、

集
落
内
歩
道

の
街
路
樹
／

②
除
草
、
草

花
等
の
植
栽
・

管
理
／
③
活

動
は
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら

で
す
が
、
集
落
が
華
や
か
に
な
る
よ

う
、
少
し
ず
つ
で
す
が
緑
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

７　
亀
塚
花
と
緑
の
会

①
亀
塚
集
落
内
、
幹
線
町
道
歩
道
の

街
路
樹
／
②
草
花
等
の
植
栽
・
管
理

／
③
亀
塚
集
落
は
、
都
市
計
画
に
よ

り
整
備
さ
れ
、
生
活
環
境
に
恵
ま
れ
、

花
や
緑
を
ど
ん
ど
ん
増
や
せ
る
良
い

環
境
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
さ

ら
に
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
集

落
の
有
志
の
協
力

を
も
っ
て
街
路
樹

（
イ
チ
ョ
ウ
）の
黄

金
の
色
彩
と
花
の

植
栽
か
ら
環
境
美

化
運
動
の
集
落
に

し
た
い
と
思
い
ま

す
。

８　
曽
根
建
㈱

①
集
落
内
歩

道
の
街
路
樹

／
②
ゴ
ミ
拾

い
／
③
当
社

は
蓮
潟
集
落

内
に
あ
り
、

地
域
環
境
美

化
活
動
と
し

て
十
数
年
来
、

毎
月
道
路
清

掃
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業

が
始
ま
っ
た
こ
と
を
知
り
、
活
動
団

体
と
し
て
登
録
し
ま
し
た
。

９　
介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
汐
彩
の
郷

①
施
設
周
辺
の
道
路
と
敷
地
の
外
周

／
②
草
花
等
の
植
栽
・
管
理
、
松
葉

拾
い
、
ゴ
ミ
拾
い
／
③
事
業
を
通
じ

て
、
花
や
植
物
が
増
え
る
こ
と
で
、

ご
利
用
者
、

地
域
の
方
々

の
笑
顔
が
増

え
、
明
る
い

町
づ
く
り
に

貢
献
で
き
る

よ
う
に
活
動

を
続
け
て
い

き
ま
す
。

１　
サ
ー
ク
ル
道み

ち

美び

新し
ん

①
道
賀
新
田
集
落

内
、
周
辺
道
路
な

ど
／
②
ゴ
ミ
拾
い
、

草
花
等
の
植
栽
・

管
理
／
③
集
中
作

業
や
当
番
制
を
設

け
ず
自
主
性
を
尊

重
し
て
お
り
、
会

員
に
は
無
理
な
く

活
動
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
道
美
新
は
集
落
を
訪
れ
る

人
、
通
過
す
る
人
を
花
で
歓
迎
い
た

し
ま
す
。

２　
桃
山
集
落①

桃
山
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
／
②
草
花
等
の
植
栽

・
管
理
／
③
集
落
の
大

勢
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
植

栽
を
行
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
和
や
か
な
雰
囲
気

で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

こ
の
場
所
は
集
落
の
中
心
に
有
り
、
通
勤

通
学
等
で
大
変
交
通
量
も
多
く
、
ま
た
、

近
く
に
は
資
源
ゴ
ミ
等
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

も
有
り
、
毎
日
の
よ
う
に
人
も
集
ま
る
所

で
す
。
そ
の
度
に
、
き
れ
い
に
咲
い
た
花

を
見
て
気
持
ち
が
安
ら
い
で
貰
え
た
ら
幸

い
に
思
い
ま
す
。

３　
外
畑
フ
ラ
ワ
ー
会

①
外
畑
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
内
／
②
草

花
等
の
植
栽
・
管
理
／
③
「
さ
わ
や

か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
活

動
を
知
り
、

草
が
生
え
放

題
だ
っ
た
場

所
に
、
花
好

き
が
集
ま
り

花
壇
を
作
り

ま
し
た
。
今

で
は
「
憩
の

広
場
」
に
な

り
ま
し
た
。

わ
れ
ら
環
境
美
化
隊
！

さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
平
成
25
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
聖
籠
さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー

ト
事
業
」。

　

地
域
と
町
が
協
力
し
あ
い
、「
身
近
な
地
域
の
環
境
美
化
は
自
分

た
ち
で
行
う
」
こ
と
を
目
指
し
た
こ
の
活
動
に
、
多
く
の
団
体
か
ら

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
各
団
体
の
取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

随時、道路・公園などの環境美化に取り組む団体を募集しています！

　

町
民
と
町
が
協
働
で
進

め
る
環
境
美
化
へ
の
取
り

組
み
で
す
。

　

道
路
、
公
園
・
緑
地
な

ど
公
共
施
設
の
環
境
美
化

（
草
花
の
植
栽
・
管
理
、

散
乱
ご
み
の
収
集
、
除
草

な
ど
）
に
団
体
（
グ
ル
ー

プ
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、

町
が
そ
の
活
動
を
支
援
・

Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
で
す
。

【
支
援
・
Ｐ
Ｒ
の
例
】

・
種
苗
、
ご
み
袋
、
肥

料
な
ど
の
提
供

・
じ
ょ
う
ろ
、
草
刈
り

機
な
ど
の
貸
与

・
傷
害
補
償
保
険
の
適

用
・
看
板
の
設
置
（
適
当

な
設
置
場
所
が
あ
る

場
合
）

・
広
報
紙
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
紹
介

聖
籠
さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業

団
体
紹
介
の

　
　

  

見
か
た

番
号　
団
体
名

①
活
動
場
所

②
主
な
内
容

③
自
己
Ｐ
Ｒ



7　R3.3 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

お問い合わせ　役場ふるさと整備課　都市計画係　（内線２３５）

10　
聖
籠
町
立
図
書
館
内

　
図
書
館
ネ
ッ
ト
ｉ
せ
い
ろ
う

①
図
書
館
前
歩
道
と

敷
地
内
の
花
壇
／
②

ゴ
ミ
拾
い
、
草
花
等

の
植
栽
・
管
理
／
③

活
動
当
初
に
比
べ
花

壇
の
面
積
も
増
え
、

町
か
ら
支
給
さ
れ
た

苗
だ
け
で
な
く
、
会

員
で
種
や
苗
を
持
ち
寄
っ
て
花
壇
で
育

て
、
手
間
の
か
か
ら
な
い
宿
根
草
中
心
と

し
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
花
壇
づ
く
り
を
し
て

い
ま
す
。
図
書
館
に
訪
れ
る
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
和
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
楽
し
み

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

11�

㈲
イ
マ
イ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

①
国
道
１
１
３
号
線
の
歩
道
／
②
除

草
、
草
花
等
の
植
栽
・
管
理
／
③
登

下
校
で
多
く
の
子
ど
も
達
の
通
る
こ

の
場
所
に
、
き
れ
い
な
花
を
植
え
、

管
理
す
る
こ
と
で
町
の
環
境
美
化
を

め
ざ
し
、
私
た
ち
の
手
で
で
き
る
こ

と
は
少
し
で
も
・・

と
い
う
思
い
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

子
供
が
見
て
喜
ん

で
く
れ
る
の
が
一

番
う
れ
し
い
で
す
。

12　
㈲
高
橋
建
材

①
亀
代
こ
ど
も
園
前
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
／
②
ゴ
ミ
拾
い
、
除
草
、
草
花
等

の
植
栽
・
管
理
／
③
「
一
時
の
安
ら

ぎ
の
場
」
地

域
の
環
境
美

化
の
た
め
取

り
組
み
ま
し

た
。

13　
㈲
ヒ
グ
チ
不
動
産①藤

寄
交
差

点
周
辺
／
②

ゴ
ミ
拾
い
、

除
草
、
草
花

等
の
植
栽
・

管
理
／
③
花

の
植
栽
後
、

ゴ
ミ
の
ポ
イ

捨
て
が
減
り

ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
清
掃
活
動
を
は
じ
め
、

美
し
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

14　
東
高
建
機
作
業
㈱

①
山
辺
川
線
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー

カ
レ
ッ
ジ
交
差
点
周
辺
／
②
ゴ
ミ
拾

い
、
除
草
、
草
花
等
の
植
栽
・
管
理

／
③
以
前
か
ら
清
掃
活
動
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
活
動
に
声
を

掛
け
て
い
た
だ
い

て
出
来
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
ま
す
。

「
私
た
ち
の
活
動
が

少
し
で
も
環
境
美

化
に
繋
が
れ
ば
！
」

そ
ん
な
想
い
で
事

業
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

15　
愛
花
の
会

①
亀
代
郵
便
局
前

植
栽
帯
／
②
除
草
、

草
花
等
の
植
栽
・

管
理
／
③
花
を
植

え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
水
の
大
切
さ

・
成
長
を
感
じ
、

そ
れ
が
癒
し
と
な

り
心
の
ビ
タ
ミ
ン
剤
と
な
り
、
と
て

も
良
い
相
乗
効
果
で
日
々
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
通
学
路
で
も
あ
る
た
め
子

ど
も
達
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
も
良
い
で
す
。

16　
丸
潟
花
ク
ラ
ブ

①
丸
潟
集
落
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
及

び
こ
ど
も
園
バ
ス
停
付
近
／
②
ゴ
ミ

拾
い
、
除
草
、
草
花
等
の
植
栽
・
管

理
／
③
こ
れ
か
ら
も
っ
と
き
れ
い
な

花
園
に
し
、
皆
さ
ん
の
立
ち
寄
る
場

に
し
て
い
き
ま
す
。

常
に
集
ま
る
と
き

は
日
曜
日
な
の
で
、

年
齢
問
わ
ず
も
っ

と
参
加
者
を
増
や

し
て
い
き
た
い
で

す
。

17　
蓮
潟
自
治
会

①
蓮
潟
第
2
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
／
②

除
草
、
草
花
等
の
植
栽
・
管
理
／
③

仲
間
同
士
で
楽
し
く
作
業
を
し
て
い

ま
す
。

き
っ
と

和
ん
で

い
た
だ

け
る
と

思
い
ま

す
。

18��

㈱
聖
籠
第
一
設
備

①
網
代
浜
国
道
県
道
交
差
点
周
辺
／

②
ゴ
ミ
拾
い
、除
草
、草
花
等
の
植
栽
・

管
理
／
③
平
成
28
年
4
月
か
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。
国
道
と
県
道
が
交
わ

っ
て
い
る
場
所
の
清
掃
活
動
と
花
の

植
栽
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
人
や
車

が
通
る
道
で
す
の

で
気
持
ち
よ
く
通

れ
る
よ
う
、
聖
籠

町
が
緑
の
豊
か
な

町
だ
と
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
と

の
思
い
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

19　
聖
籠
ま
ご
こ
ろ
の
里

①
施
設
周
辺
歩
道
／
②
ゴ
ミ
拾
い
、

除
草
、
草
花
等
の
植
栽
・
管
理
／
③

平
成
26
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
介
護
施

設
で
す
。
歳
を
と
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め

に
、
地
域
の
活
動

に
参
加
し
ま
し
た
。

花
を
植
え
た
ら
道

路
も
気
持
ち
も

明
る
く
な
り
、
ま

す
ま
す
元
気
に
頑

張
り
ま
す
。

20　
㈱
イ
シ
イ

　
　
　
　
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

①
事
業
所
に
面
し

て
い
る
周
辺
道
路

及
び
花
壇
／
②
ゴ

ミ
拾
い
、
除
草
、

草
花
等
の
植
栽
・

管
理
／
③
地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
、

積
極
的
に
取
り
組

み
、
地
域
の
環
境

美
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
皆
様
に
安
ら
い
で
頂
け

る
よ
う
に
、
花
や
緑
で
い
っ
ぱ
い
に

し
て
い
き
ま
す
。

21　
山
三
賀
有
志
の
会

①
山
三
賀
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
／
②
ゴ

ミ
拾
い
、
除
草
、
草
花
等
の
植
栽
・

管
理
／
③
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
幅
広
い
世
代
が
一
つ
に
な
っ
て
活

動
し
て
い
ま

す
。
通
勤
通

学
さ
れ
る
方

の
癒
し
に
な

っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

22　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
海
レ
ク
サ
ポ
ー
ト
せ
い
ろ
う

①
事
業
所
内
駐
車

場
（
町
有
地
）、
事

業
所
に
面
し
て
い

る
周
辺
道
路
及
び

花
壇
／
②
ゴ
ミ
拾

い
、
除
草
、
草
花

等
の
植
栽
・
管
理

／
③
施
設
を
訪
れ

た
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
花
壇
の
手
入
れ
と
道
路
の
ご
み

拾
い
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

23　
東
北
電
力
㈱

　
　
　
　
東
新
潟
火
力
発
電
所

①
位
守
山
史
跡
公
園
及
び
弁
天
潟
風

致
公
園
並
び
に
各
公
園
周
辺
の
町
道

／
②
ゴ
ミ
拾
い
、
除
草
／
③
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
よ
り
、
そ
う
、

ち
か
ら
。」
の
も
と
、
地
域
の
皆
さ
ま

に
寄
り
添
い
続
け

る
発
電
所
を
目
指

し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
へ
の
対

策
を
十
分
に
講
じ

な
が
ら
環
境
美
化

活
動
に
取
組
ん
で

い
き
ま
す
。

24　
チ
ー
ム
浜
防
風

①
亀
塚
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
／
②
ゴ
ミ

拾
い
、
除
草
、
草
花
等
の
植
栽
・
管

理
／
③
い
つ
見
て
も
綺
麗
だ
と
思
っ

て
も
ら
え
る

よ
う
レ
イ
ア

ウ
ト
を
考
え

て
植
栽
し
、

日
頃
の
手
入

れ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

25　
㈱
Ｚ
ｅ
ａ
ｌ
新
潟

①
国
道
１
１
３
号
線
沿
い
／
②
ゴ
ミ

拾
い
、
除
草
、
草
花
等
の
植
栽
・
管

理
／
③
近
隣
住
民
の
皆
様
、
通
行
す

る
方
々
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に

活
動
し
て
い

ま
す
。
花
を

み
て
少
し
で

も
癒
し
の
お

手
伝
い
が
で

き
た
ら
な
と

思
い
ま
す
。

26　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
ス
ポ
ネ
ッ
ト
せ
い
ろ
う

①
聖
籠
町
野
球
場

周
辺
／
②
ゴ
ミ
拾

い
、
除
草
、
草
花

等
の
植
栽
・
管
理

／
③
事
務
局
が
あ

る
聖
籠
町
球
場
前

の
花
壇
や
周
辺
に

花
を
植
え
、
華
や

か
に
な
る
よ
う
に
植
え
て
水
を
あ
げ

な
が
ら
、
い
つ
も
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
近
く
に
来
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

27　
㈲
石
富

①
自
社
周
辺
道
路
／
②
ゴ
ミ
拾
い
、

道
路
の
破
損
、
樹
木
の
損
傷
、
不
法

投
棄
等
の
情
報
提
供
／
③
周
辺
町
道

の
ゴ
ミ
拾
い
等
を
実
施
し
、
少
し
で

も
町
が
キ
レ

イ
に
な
り
過

ご
し
や
す
く
、

住
み
や
す
い

町
に
な
れ
た

ら
い
い
と
思

い
ま
す
。



広報聖籠 R3.3　8日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

赴
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
丸
山　
貴
広　
医
師

　
診
療
所
医
師
に
赴
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

丸
山
で
す
。
診
療
所
に
六
年
前
ま
で
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
退
職
の
際
に
は
、
診
療
所

を
利
用
さ
れ
て
い
た
方
々
に
ご
心
配
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
再
任
の
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
い
た
聖
籠
町
に
対
し
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
ま
で
診
療
所
を
支
え
て
頂
い
た
伊
井
先

生
、
西
野
先
生
、
ま
た
看
護
師
、
事
務
員
の

皆
様
へ
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
１
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
医
療
は
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
特
に
発
熱
し
た
患
者
さ
ん
に
対

し
て
、
予
防
着
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
着

用
し
た
診
察
は
普
通
に
な
り
、
１
年
前
に
は

想
像
で
き
な
か
っ
た
診
療
の
形
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
現
在
知
り
得
る
最
新
の
情
報

か
ら
予
防
策
を
取
り
診
療
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
通
常
の
診
療
に
お
い
て
も
医
療
関
係
者
の

負
担
は
以
前
よ
り
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
ど
の
医
療
機

関
の
関
係
者
に
対
し
ま
し
て
も
、
ど
う
か
差

別
や
偏
見
を
持
た
れ
ま
せ
ぬ
よ
う
、
引
き
続

き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
聖
籠
町
国
保
診
療
所
と
し
て
参
加

し
て
い
な
か
っ
た
新
発
田
地
区
救
急
診
療
所

の
夜
間
診
療
に
丸
山
が
出
務
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
隔
週
で
行
わ
れ
て
い
た
水
曜
日
の
夜

間
外
来
は
休
止
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
聖
籠
町

の
皆
様
も
利
用
さ
れ
る
大
切
な
夜
間
診
療
で

あ
り
、
聖
籠
町
の
診
療
所
と
し
て
出
務
に
当

た
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
が
診
療

の
中
心
に
な
る
こ
と
が
続
く
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
中
で
も
診
療
を
通
し
て
「
病
気
に

な
っ
て
も
体
に
不
自
由
が
あ
っ
て
も
、
こ
の

聖
籠
町
で
生
活
し
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

診
療
所
の
医
師
が
交
代
し
ま
す

　聖籠町では、新型コロナウイルスワクチン接種について、次の
３医療機関での接種を予定しています。

医 療 機 関 名 所 在 地 電 話 番 号

新 潟 聖 籠 病 院 蓮野 5968-2 025-256-1010

佐 久 間 医 院 諏訪山 1605-2 27-3901

聖籠町国保診療所 諏訪山 825 27-1234

　接種につきましては、国からの指示に基づき高齢者から順次、
接種券を送付します。接種券が届きましたらインフルエンザ予防
接種同様、各医療機関へ直接電話などにより予約を行っていただ
き接種することとなります。
　接種日など詳細なことにつきましては、接種券と併せて個別に
お知らせをする予定です。

お問い合わせ
　保健福祉課（町保健福祉センター内）　☎２７‐６５１１

　町では、より受診しやすい体制
とするため、４月から、次のとお
り診療時間を見直します。

○第２・第４土曜日（午前）
受付時間
午前８時30分～11時30分

○土曜診療開始に伴い、第２・
第４木曜日の午後は、休診と
なります。

お問い合わせ
　聖籠町国民健康保険診療所
　　　　　☎２７‐１２３４

新型コロナウイルスワクチン接種について 土曜診療を始めます

ワクチンの万全な接種体制を確保するため、平日・土曜診療への影響も想定されますので、
ご理解をお願いします。



9　R3.3 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

開催します！消費生活移動相談室

賃貸住宅の退去トラブルにご注意を

原則として契約書の内容に従うことになります。こんなことに留意しましょう。

※国土交通省『原状回復をめぐるトラブルとガイドライン』

ストップ！

　ザ・悪徳商法

消 費 生 活消 費 生 活

役場町民課
消費生活センター

☎２７−１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です

3月

１月相談受付状況
件数 主な相談内容
4件 光回線・不審な郵便

物・不審なメール・水
栓の故障

125

　契約やお買い物のトラブル、借金問題など、消費生活に関わるお
悩みについて、弁護士の助言を無料で受けられます。ぜひご利用く
ださい。
（先着 3名までの予約制です。）

日　時：3月 13日（土）午前９時～正午

場　所：聖籠町役場１階　住民相談室

申込み：聖籠町消費生活センター
　　　　　　☎ 0254 - 27 - 1958

【事例】
　大学生の娘が１年ほど入居したア
パートを退去することになり、母親
が退去の立ち会いをした。壁や床の
補修費用、清掃代などで退去費用が
合計 13万円になり、敷金９万円を
差し引いた４万円を請求された。
　請求書の内容に納得がいかない。
仲介業者に指摘されたシミや傷につ
いても、娘はやっていないと言って
いる。� （当事者：学生　女性）

 入居時 
☑　出来る限り家主や仲介業者と一緒に部屋の現状を確認し、記録を残す。（傷、汚れなど）
☑　契約書面を最後までよく読む。疑問点があれば、契約する前に十分な説明を求める。

 退去時 
☑　家主側との現状確認に先立ち、契約書面・入居時に残した記録をチェックしておく。
☑　契約内容に反する費用を請求されたら、支払う前に根拠や内訳など十分な説明を求める。

　原状回復の費用負担のあり方について、貸主と借主の負担の範囲や算定の考え方の一般的な基準を
定めています。これによると、例えばテレビや冷蔵庫の後ろの壁に生じた黒ずみ、家具を置いたこと
による床の凹みなどは、通常の使い方をしたにも関わらず発生した汚損・破損（通常損耗）と考えら
れ、借主に回復費用の負担義務はないとされています。参考にしてください。

（子どもサポート情報より）



広報聖籠 R3.3　10日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　交通災害共済制度は、皆さんが交通災害にあった場合に見舞金を支給する事業と
して、県内の全市町村が共同で運営しています。通勤・通学から県外旅行までの幅
広い交通災害が対象になります。万一の事故に備えて家族そろっての加入をおすす
めします。
　※令和 2 年度 1 月末現在の聖籠町の見舞金支給件数は 19 件
　　（総額 87 万円）でした。

【会　　　　費】一人、年額 500 円
【共 済 期 間】令和 3 年 4 月 1 日（木）～ 令和 4 年 3 月 31 日（木）まで
【加 入 手 続】加入申込書に必要事項をご記入のうえ、役場 2 階生活環境課、また

は、お近くの金融機関（郵便局は除く）でお申し込みをお願いします。
【見舞金の請求】見舞金の請求期間は、事故発生日から 1 年以内です。運転免許証・

交通災害共済会員証・交通事故証明書・医師の診断書などが必要と
なります。詳しくは生活環境課までお問い合わせください。
※万一事故にあったら、必ず警察へ届け出てください。

　１月 18 日（月）、山大夫茶話会の 18 名の方々に対し、交通事故防止の呼びかけを行いました。
　県内では高齢歩行者の横断中の交通事故が多発しています。交通事故から身を守るための安全な横断の仕方や夜光反
射材の活用について寸劇やパネル等で呼びかけ、ご自身の命を守ることを再認識していただきました。

今日も一日交通安全！

みなさん、ゆとりをもち、

譲り合う気持ちで運転し、

交通事故にあわないよう

に気をつけてくださいね。

外出のおともに反射材の活用を！

令和２年交通事故状況

令和３年度新潟県交通災害共済
交通事故に備えて加入しましょう

　県内の令和 2 年における交通事故は、発生件数・負傷者数
のすべてが前年より、減少し、中でも死者数は 64人となり、
昭和 27（1952）年（59人）以来、68年ぶりに 70人を下回り
ました。
　町内においても交通事故は、発生件数・負傷者数ともに減
少しましたが、死者数は 2 名と町の目標に掲げた「年間の交
通事故による死者ゼロ」を達成することができませんでした。
　令和 3 年は決意を新たに、一件でも交通事故が減少するよ
うに新発田地区交通安全協会聖籠支部・町交通安全母の会・
町交通安全指導員・関係機関が“輪”となり、町の交通安全
を呼びかけていきます。 

町の交通事故発生状況
区分

年

12 月
（うち高齢者数）

1月〜 12月累計
（うち高齢者数）

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

令和2年 3
（0） 0 3

（0）
26
（10）

2
（1）

29
（3）

令和元年 3
（1） 0 3

（1）
30
（8）

2
（2）

31
（4）

増　減 0
（－1） 0 0

（－1）
－4
（2）

0
（－1）

－2
（－1）

交通安全に関することは
役場生活環境課

☎27−2111（内線２８４）

交 通
安 全

vol.226

今日も一日交通安全

３月中に申し込ま

れることをお勧め

します。

運転手さん、横断歩道に
歩行者がいたらちゃんと
止まってあげなきゃいけ
ないですよ。

出かける時は必ず、
反射材を着けて車の運
転手さんにわかるよう
にすればいいんだね。

横断歩道に渡ろうとして
いる人がいれば止まってあ
げられる余裕のある運転を
これからも心がけます。



11　R3.3 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　
意
見
書
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
施
設

の
問
題
点
や
改
善
す
べ
き
点
と
そ
の

解
決
の
方
向
性
ほ
か
、
事
業
の
見
直

し
は
、
目
標
と
期
限
を
定
め
た
う
え

で
町
と
指
定
管
理
者
な
ど
が
一
体
と

な
り
取
り
組
み
を
行
い
、
そ
れ
で
も

改
善
で
き
な
け
れ
ば
、
民
営
化
や
廃

止
も
検
討
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。

　
町
で
は
、
こ
の
意
見
書
を
も
と
に

見
直
し
の
検
討
を
行
い
、
施
設
の
効

率
的
で
健
全
な
運
営
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
意
見
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

１
月
28
日
（
木
）

■
第
５
回
聖
籠
町
補
助
金
等

評
価
調
査
委
員
会
開
催

　
聖
籠
町
補
助
金
等
評
価
調
査
委
員

会
は
、
町
が
交
付
す
る
補
助
金
等
が

適
正
か
つ
効
果
的
に
交
付
さ
れ
る
こ

と
を
目
的
に
、
調
査
、
基
本
的
な
あ

り
方
の
検
討
お
よ
び
評
価
を
実
施
し

ま
す
。

　
第
５
回
委
員
会
で
は
、
主
に
次
の

議
題
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

・
補
助
金
等
の
適
正
化
に
関
す
る
基

本
方
針
に
つ
い
て

・
補
助
金
等
の
評
価
基
準
の
設
定
に

つ
い
て

　
今
後
、
こ
の
基
本
方
針
や
評
価
基

準
に
よ
り
、
委
員
会
に
よ
る
補
助
金

調
査
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

農
業
委
員
会

１
月
25
日
（
月
）

■
農
業
委
員
会
第
24
期

 

第
23
回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
・
３
件

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
・
３
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
所
有
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
９
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定・農
地
中
間
管
理
権
）

申
出
審
査
に
つ
い
て
・
・
・
19
件

・
令
和
３
年
度
農
作
業
別
標
準
料
金

表
に
つ
い
て

　
以
上
６
項
目
が
審
議
さ
れ
、議
決・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業
委

員
会
事
務
局
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

　
掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総
合
政
策
課

１
月
28
日
（
木
）

■
行
財
政
改
革
有
識
者
会
議
か
ら

意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

　
町
で
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
や
指
定

管
理
者
制
度
で
運
営
し
て
い
る
「
聖

籠
観
音
の
湯
ざ
ぶ
ー
ん
館
」、「
聖
籠

地
場
物
産
館
」、「
海
の
に
ぎ
わ
い
館
」

の
３
つ
の
公
の
施
設
に
つ
い
て
、
町

と
し
て
の
必
要
性
や
活
用
方
法
な
ど

を
検
討
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
行

財
政
改
革
有
識
者
会
議
に
意
見
を
求

め
ま
し
た
。

　
有
識
者
会
議
は
、
５
回
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
住

民
目
線
、
経
営
的
視
点
な
ど
に
よ
り

実
施
さ
れ
、
問
題
点
や
改
善
す
べ
き

点
と
そ
の
解
決
の
方
向
性
な
ど
に
つ

い
て
、
１
月
28
日
に
有
識
者
会
議
の

宍
戸
会
長
か
ら
町
長
へ
意
見
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

▲宍戸会長（左）から町長へ意見書を提出

　
通
常
の
時
間
内
に
来
庁
が
困

難
な
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
３
月
の
休
日
役
場
窓
口

（
１
階　
町
民
課
・
税
務
課
）

３
月
13
日
（
土
）

　
午
前
９
時
～
正
午
ま
で

●
３
月
の
夜
間
窓
口

（
１
階　
町
民
課
）

３
月
24
日
（
水
）　

　
午
後
８
時
ま
で
窓
口
業
務

を
延
長
し
ま
す
。

　
受
け
付
け
で
き
る
業
務
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
担
当
窓

口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※　

確
定
申
告
の
受
付
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

役
場
町
民
課

 

（
内
線
１
１
１
）

役
場
税
務
課

 

（
内
線
１
４
３
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

～
役
場
休
日
・
夜
間
窓
口
～



広報聖籠 R3.3　12日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　町では、乳幼児を連れた保護者の方が安心し
て外出できる環境を整備するため、子ども子育
て支援拠点施設すくすくサロン「さくらんぼ」
をはじめとした公共施設や事業所などに「赤ち
ゃんの駅」を設置しています。外出中に、授乳
やオムツ交換などが必要となった際は、お気軽
にお立ち寄りください。

赤ちゃんの駅一覧
施設の名称 オムツ換え 着替え台 授乳

聖籠町立図書館 ○ ○ ○
弁天潟風致公園 ○
町保健福祉センター ○ ○ ○
地域子育て支援センターすくす
くサロン「さくらんぼ」 ○ ○ ○

聖籠観音の湯ざぶ～ん ○ ○ ○
ＰＬＡＮＴ−４聖籠店 ○ ○ ○
東新潟火力発電所

「はまなす館」 ○ ○ ○

注意事項！
１　利用日時は各施設の開設日時に準じます。
２　利用対象者は、乳幼児連れの保護者で、授乳やオムツ交換の必要な方です。
３　全施設共通、ゴミ・オムツはお持ち帰り願います。
詳しくは、町ホームページをご覧ください。

「赤ちゃんの駅」募集！

　町では、「赤ちゃんの駅」として授乳・オムツ交換の可能な場所を
提供いただける店舗・事業所などを随時募集しています。詳しくは子
ども教育課までお問い合わせください。

子ども教育課　子ども・子育て支援係（内線３０７）

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図　書　館　　☎27－6166
町保健福祉センター
　保健福祉課　☎27－6511
　長寿支援課　☎20－7433
上下水道課　　☎27－5141

（上水道管理棟）
診　療　所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

3 月 の 行 事

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

3
月

9
日
〜　
3
月
議
会
定
例
会
（
予
定
）

26
日�

下
越
土
地
開
発
公
社
理
事
会

�

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
議

会

�

下
越
福
祉
行
政
組
合
議
会

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
伴
い
、
中
止
ま
た
は
延

期
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《相談事業》
ところ　役場第１会議室
◆行政相談
　９日（火）午前10時～11時30分
　 役場総務課（内線２２２）
ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　17日（水）午後1時～4時
◆無料弁護士相談
　25日（木）午後1時～4時
　 聖籠町社会福祉協議会
　　☎28‐7110

《保健福祉事業》
ところ　町保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳親子歯科健診
　８日（月）午後１時10分～
○２歳６か月児歯科健診
　９日（火）午後１時10分～
○３歳児健診
　11日（木）午後１時～
○乳児健診
　26日（金）午後１時～
◆学級
○育児学級
　12日（金）午後１時15分～
　 保健福祉課
　　（町保健福祉センター内）
　　☎27‐6511
※急きょ、中止または延期する場合は、
その都度対象者へご連絡します。

お気軽にどうぞ「赤ちゃんの駅」



13　R3.3 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　町では、厳しい財政状況のなか、将来の課題に対して持続可
能な対応を図り、未来に向けた必要な投資を実現するため、行
財政改革に取り組んでいますが、その一環として、補助金等の
見直しを図っています。この見直しにあたり、補助金等評価調
査委員会の答申を受け、町の統一的な方針として、補助金等の
適正化の視点や交付基準を定めた「補助金等の適正化に関する
基本方針」を策定しました。

　基本方針の概要
　適正な補助金制度を確立するため、次の４つの視点で見直し
を行っていきます。

①公益性 総合計画など町の政策・施策に位置付けられてい
るか？

②公平性 対象者が多くいるにも関わらず、特定の者に補助
が偏っていないか？

③有効性 事業の目的に合致した成果をあげ、期待された効
果が発揮されているか？

④社会情勢
　適合性・将来性 町民や社会のニーズがあるか？

　また、次の５つの交付基準を設けました。主な内容を紹介し
ます。

①補助対象の明確化 交際費や飲食費などのうち直接公益的な事業に
結びつかない経費は補助対象としません。

②補助率の適正化 特別な理由がない限り、補助率は1/2以内とし
ます。

③運営費補助から事
業費補助への移行

団体への運営費補助は、補助目的・使途および
積算根拠を明確にした事業費補助への移行を
図っていきます。

④事業終期の設定
補助事業の終期を総合計画の基本計画期間に合
わせ、終期ごとに抜本的な見直しを図っていき
ます。

⑤手段の見直し
補助事業の目的を達成するための手段として適
切か、補助対象者と行政との役割分担や費用対
効果を踏まえたうえで検討します。

　詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、役場総合政策
課までお問い合わせください。

役場総合政策課　財政係（内線２６２）

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

ごめいふくをお祈りします
死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

岳
たけ
留
る
�ちゃん� （高橋　辰吉）� 網代浜

篤
あつ
六
む
�ちゃん� （渋谷　太喜）� 山諏訪山

菜
な な か
々香�ちゃん�（高橋　祐吾）� 亀　塚
理
り の
乃�ちゃん� （𠮷田　　健）� 山諏訪山
萌
もも
華
は
�ちゃん� （山田　　誠）� 網代浜

桃
もも
音
ね
�ちゃん� （富樫晃太郎）� 次第浜

奏
そ ら
空�ちゃん� （鈴木　拓磨）� 尾沢ケ丘
凪
なぎ
都
と
�ちゃん� （小林　優斗）� 亀　塚

　縁
えにし
�ちゃん� （長谷川　拓）� 次第浜

純
あつ
斗
と
�ちゃん� （秦　　将純）� 網代浜

　楓
かえで
�ちゃん� （塚野　　優）� 網代浜

 氏　名 年齢 行政区

高　橋　キ　ヨ�さん�（90 歳）�真　野
駒　澤　　　貢

みつぎ

�さん�（94 歳）�本大夫
岩　渕　卓

たく

　惣
ぞう

�さん�（91 歳）�二本松
二　宮　敏

とし

　子
こ

�さん�（81 歳）�蓮　野
田　中　宣

のぶ

　博
ひろ

�さん�（73 歳）�別　條
藤　田　惣

そう

　市
いち

�さん�（92 歳）�別　條
石　田　照

てる

　子
こ

�さん�（85 歳）�蓮　潟
斉　藤　貞

てい

　子
こ

�さん�（93 歳）�蓮　潟
細　貝　昭

あき

　子
こ

�さん�（79 歳）�亀　塚
渡　辺　マ　キ�さん�（99 歳）�網代浜
渡　辺　ス　ヱ�さん�（92 歳）�次第浜
照　岡　藤

ふじ

　芳
よし

�さん�（79 歳）� 聖中ケ丘
松　田　武

たけ

　裕
ひろ

�さん�（34 歳）�亀　塚
渡　辺　由

ゆ み こ

美子�さん�（58 歳）�次第浜
高　橋　春

はる

　枝
え

�さん�（90 歳）�次第浜
宮　下　琢

たく

　海
み

�さん�（18 歳）�次第浜

1 月の届出

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

　渡　辺　拓
たく
　己

み
�さん

（服　部）来
らい
　香

か
�さん

⎫⎬⎭ 次第浜

入 札 結 果 � 　　入札日　1月 6日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日又は工事

（委託）期間最終日
入札
方法

1
県道次第浜新発田線雨水
管渠工事に伴う下水道管
移設設計業務委託

聖籠町大字次第浜地内 2,530,000 オリジナル設計㈱新潟事務所 ３月25日 指名競争
入札

補助金等の適正化に関する基本方針
を策定しました



広報聖籠 R3.3　14日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

福祉タクシー等の利用料金助成申請書の提出をお願いします

お問い合わせ　①聖籠町高齢者タクシー利用料金助成事業について
　　　　　　　　長寿支援課（町保健福祉センター内）　高齢福祉係　☎２０-７４３３
　　　　　　　②聖籠町福祉タクシー利用料金及び自動車燃料費助成事業について
　　　　　　　　保健福祉課（町保健福祉センター内）　福祉係　　　☎２７-６５１１

　令和３年度分のタクシー利用助成券・自動車燃料費助成券の交付を希望する方は、下記のとおり申請の手
続きをお願いします。

①聖籠町高齢者タクシー利用料金助成事業
対象者：次のすべての条件を満たす方

①聖籠町内に住所がある
②満 75�歳以上（令和２年度までの「満
80歳以上」から対象年齢を拡充）
③運転免許証を保有していない
④介護保険施設などに入所していない
⑤町および社会福祉協議会が実施する類
似の移動支援助成を受けていない

②聖籠町福祉タクシー利用料金及び自動車燃料
費助成事業
対象者：次のすべての条件を満たす方

①聖籠町内に住所がある
②次のいずれかの手帳を所持している
・身体障害者手帳１級・２級および３級の一部
・療育手帳「Ａ」
・精神障害者保健福祉手帳　
③町および社会福祉協議会が実施する類似
の移動支援助成を受けていない

※必要なもの：所持している手帳

【助成内容】
（１） 高齢者および福祉タクシーの利用助成券 （２） 自動車燃料費の助成券
申請を受理した月 交付枚数 申請を受理した月 交付枚数 申請を受理した月 交付枚数

４月 ３６枚 10月 １８枚 ４・５月 １８枚
５月 ３３枚 11月 １５枚 ６・７月 １５枚
６月 ３０枚 12月 １２枚 ８・９月 １２枚
７月 ２７枚 １月 ９枚 10・11月 ９枚
８月 ２４枚 ２月 ６枚 12・１月 ６枚
９月 ２１枚 ３月 ３枚 ２・３月 ３枚

※（１）（２）いずれも１枚あたりの助成金額は７００円です。

【申請方法】
　各事業の申請書を保健福祉センターに提出してください。申請書は、町保健福祉センターの窓口に設置
しているほか、町ホームページにも掲載しています。
　３月１日（月）から事前の受け付けを開始します。
※　令和２年度に申請した方も、令和３年度に助成を希望される場合は再度申請書の提出が必要です。
　　なお、個別の申請勧奨などは行いません。

適
職
を
探
そ
う
！

一
般
職
業
適
性
検
査
を

実
施
し
ま
す

　
「
自
分
に
合
う
仕
事
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
」「
自
分
の
得
意
、不
得
意
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
職
種
選
択
に
お

悩
み
の
方
を
対
象
に
、
職
業
適
性
の

検
査
を
行
い
ま
す
。
筆
記
検
査
に
よ

り
７
種
の
能
力
の
測
定
を
行
い
ま

す
。
後
日
、
個
別
に
結
果
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

15
～
49
歳
で
就
業
し
て
い
な
い
方

（
要
申
込
） 

定
員
８
名

３
月
18
日
（
木
）

午
後
２
時
～
４
時

聖
籠
町
立
図
書
館　

会
議
室

　

適
性
検
査
以
外
に
も
15
～
49
歳
で

就
業
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
就

職
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

・

下
越
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５
４
‐
２
８
‐
８
７
３
５

電
話
受
付
時
間　
平
日
午
前
10
時

～
午
後
５
時
ま
で
（
第
２
金
曜
日

は
休
館
日
）
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令
和
３
年
度　

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
会
計
年

度
任
用
職
員
と
し
て
役
場
で
働
く
こ

と
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

応
募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
適
正

や
能
力
な
ど
を
判
断
す
る
た
め
、
面

接
な
ど
を
実
施
し
た
う
え
で
任
用
し

ま
す
。

　

任
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
聖

籠
町
会
計
年
度
任
用
職
員
任
用
申
込

書
」
を
役
場
総
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
募
集
職
種
お
よ
び
勤
務
条
件
】

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
役
場
総
務

課
窓
口
に
備
え
付
け
の
一
覧
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】
地
方
公
務
員
法
第
16

条
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
す

る
場
合
は
、
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

１　

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
た
は
そ
の

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

ま
で
の
者

２　

聖
籠
町
の
職
員
と
し
て
懲
戒
免

職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の

日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

３　

日
本
国
憲
法
の
施
行
日
以
後
に

お
い
て
、
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ

の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で

破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党

そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た

は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

【
提
出
書
類
】
聖
籠
町
会
計
年
度
任

用
職
員
任
用
申
込
書
（
役
場
総
務
課

窓
口
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
で
き
ま
す
。）

※　

申
込
書
に
は
、
写
真
を
貼
付
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
提
出
方
法
】

　

役
場
総
務
課
ま
で
、
持
参
ま
た
は

郵
送
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
提
出
期
限
】

　

３
月
５
日
（
金
）〈
必
着
〉

※　

期
限
ま
で
に
応
募
さ
れ
た
方
の

中
か
ら
、
令
和
３
年
４
月
任
用
分

に
つ
い
て
選
考
を
行
い
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

令
和
３
年
度
以
降
、
年
度
途
中
で

の
任
用
に
つ
い
て
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
が
必
要
と
な
る
業
務
が
発
生

し
た
都
度
、
募
集
お
よ
び
選
考
を

行
っ
た
上
で
任
用
し
ま
す
（
事
前
登

録
制
度
は
廃
止
し
ま
す
）。

役
場
総
務
課
（
内
線
２
２
２
）

『
そ
の
火
事
を　

防
ぐ
あ
な
た
に

金
メ
ダ
ル
』

　

４
月
１
日
（
木
）
か
ら
４
月
７
日

（
水
）
ま
で
の
７
日
間
、
県
下
一
斉

に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

○
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

○
枯
草
・
林
野
火
災

　
　
　
　
予
防
対
策
の
推
進

　

枯
草
火
災
な
ど
は
例
年
、
春
先
に

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

空
気
の
乾
燥
や
風
な
ど
の
気
象
状

況
に
よ
り
、
小
さ
な
火
か
ら
容
易
に

拡
大
し
消
火
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

火
入
れ
や
た
き
火
を
行
う
農
作
業
時

や
行
楽
時
の
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

新
発
田
地
域
広
域
消
防
本
部

予
防
課

☎
０
２
５
４
‐
２
２
‐
８
０
９
６

ま
た
は
、
お
近
く
の
消
防
署
ま
で

男女共同参画通信
vol.28

国際女性デー（ミモザの日）国際女性デー（ミモザの日）

　３月 8日（月）は国際女性デー
です。
　女性が、男性と対等な立場で政治
や社会に参加できるよう呼びかける
日となっています。
　この記念日は、1904 年 3月 8日
にアメリカのニューヨークで婦人参
政権を求めたデモが起源となり、国
連によって1975年に3月8日を「国
際女性デー」と制定されました。
　また、国際女性デーに合わせて 3
月8日はイタリアでは「ミモザの日」
とも呼ばれています。イタリアでは
同時期にミモザの花が咲き乱れ、街
中の随所でミモザの花が売られたり
飾れたりするようになり、女性に感
謝を込めて、母親や妻、友人、会社
の同僚などに愛や幸福の象徴でもあ
るミモザが贈られます。
　ミモザの花は日本の花屋でも手軽
に手に入れることができるため、イ
タリアの風習にならって身近な女性
に感謝を込めてミモザの花を贈る、
といった楽しみ方もいいかもしれま
せん。

　皆さんもこの機会に、身近な女性
に感謝や敬意をこめてミモザの花を
贈ってみたり、国際女性デーにちな
んで女性の権利や問題について考え
てみてはいかがでしょうか。

役場総務課
　総務管理係（内線２２５）



広報聖籠 R3.3　16日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

子
の
看
護
休
暇
・
介
護
休

暇
が
時
間
単
位
で
取
得
で

き
ま
す

　

育
児
や
介
護
を
行
う
労
働
者
が
子

の
看
護
休
暇
や
介
護
休
暇
を
柔
軟
に

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
育

児
・
介
護
休
業
法
施
行
規
則
な
ど
が

改
正
さ
れ
、
時
間
単
位
で
取
得
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
施
行
は

令
和
３
年
１
月
１
日
）

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

改
善
前

・
半
日
単
位
で
の
取
得
が
可
能

・
１
日
の
所
定
労
働
時
間
が
４
時

間
以
下
の
労
働
者
は
取
得
で
き

な
い

改
善
後

・
時
間
単
位
で
の
取
得
が
可
能

・
全
て
の
労
働
者
が
取
得
で
き
る

新
潟
労
働
局

雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
１
１

令
和
３
年
度
自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛

官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
種
目
／
資
格
／
受
付
期
間
／
試

験
期
日

①
幹
部
候
補
生
（
一
般
）
／
大
卒
程

度
試
験
：
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の

者
（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
は

大
卒
（
見
込
含
）、院
卒
者
試
験
：

20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者
／
３
月

１
日
～
４
月
28
日
／
１
次
試
験
５

月
８
・
９
日
、
２
次
試
験
６
月
８

～
14
日

②
一
般
曹
候
補
生
／
18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
者
／
３
月
１
日
～
５
月
11

日
／
１
次
試
験
５
月
21
日
～
30

日
、
２
次
試
験
６
月
18
日
～
７
月

４
日
※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ

れ
ま
す
。

③
予
備
自
衛
官
補
／
一
般
：
18
歳
以

上
34
歳
未
満
の
者
、
技
能
：
18
歳

以
上
で
国
家
免
許
資
格
な
ど
を
有

す
る
者
（
資
格
に
よ
り
年
齢
上
限

は
53
歳
未
満
～
55
歳
未
満
）
／
受

付
中
～
４
月
９
日
／
４
月
17
日
～

21
日
※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ

れ
ま
す
。

※　

試
験
日
時
な
ど
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
自
衛
隊
新
発
田
地
域
事
務
所
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
新
発
田
地
域
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
２
６
‐
５
６
１
９

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の

改
正 

～
70
歳
ま
で
の
就
業

機
会
確
保
～

　

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
人

口
が
減
少
す
る
中
で
、
経
済
社
会
の

活
力
を
維
持
す
る
た
め
、
働
く
意
欲

が
あ
る
高
年
齢
者
が
そ
の
機
能
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
高
年
齢
者

が
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備
を
目
的

と
し
て
、「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の

安
定
等
に
関
す
る
法
律
」（
高
年
齢

者
雇
用
安
定
法
）
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。
※
こ
の
改
正
は
、
定
年

70
歳
へ
の
引
き
上
げ
を
義
務
付
け
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
改
正
は
、
個
々
の
労
働
者

の
多
様
な
特
性
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保

に
つ
い
て
、
多
様
な
選
択
肢
を
法
制

度
上
整
え
、
事
業
主
と
し
て
次
の
①

～
⑤
の
い
ず
れ
か
の
措
置
（
高
年
齢

者
就
業
確
保
措
置
）
を
制
度
化
す
る

努
力
義
務
を
設
け
る
も
の
で
す
。

①
70
歳
ま
で
の
定
年
引
き
上
げ

②
定
年
制
の
廃
止

③
70
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
（
再

雇
用
制
度
・
勤
務
延
長
制
度
）
の

導
入

※　

特
殊
関
係
事
業
主
に
加
え

て
、
他
の
事
業
主
に
よ
る
も
の

を
含
む

④
70
歳
ま
で
継
続
的
に
業
務
委
託
契

約
を
締
結
す
る
制
度
の
導
入

⑤
70
歳
ま
で
継
続
的
に
以
下
の
事
業

に
従
事
で
き
る
制
度
の
導
入

a.
事
業
主
が
自
ら
実
施
す
る
社
会

貢
献
事
業

b.
事
業
主
が
委
託
、
出
資
（
資
金

提
供
）
な
ど
す
る
団
体
が
行
う

社
会
貢
献
事
業

※　

④
、
⑤
に
つ
い
て
は
過
半
数
組

合
な
ど
の
同
意
を
得
た
上
で
、
措

置
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

（
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る

労
働
組
合
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の

労
働
組
合
、
そ
し
て
労
働
者
の
過

半
数
を
代
表
す
る
労
働
組
合
が
な

い
場
合
に
は
労
働
者
の
過
半
数
を

代
表
す
る
者
の
同
意
が
必
要
で

す
。）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
最
寄
り
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

新
発
田
公
共
職
業
安
定
所　

☎
０
２
５
４
‐
２
７
‐
６
６
７
７

パ
ー
ト
も
！

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
も
！

新
潟
県
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

・
新
潟
県
最
低
賃
金
（
新
潟
県
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
）
→
８
３
１
円
（
令
和
２
年

10
月
１
日
～
）

・
新
潟
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情

報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃

金
→
９
１
０
円
（
令
和
２
年
12
月

30
日
～
）

・
新
潟
県
各
種
商
品
小
売
業
最
低
賃

金
→
引
き
続
き
８
４
２
円
（
令
和

元
年
12
月
31
日
～
）

・
新
潟
県
自
動
車
（
新
車
）、
自
動

車
部
分
品
、
附
属
品
小
売
業
最
低

賃
金
→
９
２
０
円
（
令
和
２
年
12

月
18
日
～
）

新
潟
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
０
４

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
ま
で
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税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
申
告
所
得
税

お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与

税
・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
申
告
・
納
付
期
限
が

令
和
３
年
４
月
15
日
（
木
）
に
延
長

さ
れ
ま
し
た
。

 

な
お
、
確
定
申
告
会
場
は
３
月
16

日
（
火
）
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
確
定
申
告
会
場
と
受
付
時
間
】

①
２
月
８
日
（
月
）

　
　
　
　
～
３
月
15
日
（
月
）

新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

②
３
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　
～
４
月
15
日
（
木
）

新
発
田
税
務
署

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
ま
で

（
相
談
開
始
は
９
時
か
ら
）

※　

土
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

※　

会
場
内
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、

確
定
申
告
会
場
へ
の
入
場
に
は
、

入
場
で
き
る
時
間
枠
が
指
定
さ
れ

た
「
入
場
整
理
券
」
が
必
要
で
す
。

「
入
場
整
理
券
」
は
確
定
申
告
会

場
で
当
日
配
付
し
ま
す
が
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前

発
行
も
可
能
で
す
。

※　
「
入
場
整
理
券
」
の
配
付
状
況

に
応
じ
て
、
後
日
の
来
場
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

入
場
時
に
検
温
、
会
場
で
の
マ

ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒
な
ど
、
感

染
症
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

申
告
・
納
付
期
限
の
延
長
に
伴
い

振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
の

振
替
日
に
つ
い
て
も
、
次
の
と
お
り

延
長
さ
れ
ま
し
た
。

【
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
】

令
和
３
年
５
月
31
日
（
月
）

【
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
】

令
和
３
年
５
月
24
日
（
月
）

新
発
田
税
務
署

☎
０
２
５
４
‐
２
２
‐
３
１
６
１

令
和
３
年
度

国
税
専
門
官
募
集

　

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
税

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
働
く
国

税
専
門
官
（
国
家
公
務
員
）
を
募
集

し
ま
す
。

■
受
験
資
格

１　

平
成
３
年
４
月
２
日
～
平
成
12

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

２　

平
成
12
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

⑴　

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
以

下
同
じ
。）
を
卒
業
し
た
者
お
よ

び
令
和
４
年
３
月
ま
で
に
大
学
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵　

人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

■
試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

■
申
込
方
法
な
ど

【
原
則
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

・
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ

ス
し
、
説
明
に
従
っ
て
入
力

http
://w

w
w

.jinji-shiken
.

go.jp/juken.htm
l

・
受
付
期
間

令
和
３
年
３
月
26
日
（
金
）

午
前
９
時
～
４
月
７
日
（
水
）

［
受
信
有
効
］

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
が
で
き
な

い
場
合
】
郵
送
ま
た
は
持
参

・
提
出
先

　

希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
に

対
応
す
る
国
税
局
ま
た
は
沖
縄

国
税
事
務
所

・
受
付
期
間

令
和
３
年
３
月
26
日
（
金
）
～

３
月
29
日
（
月
）
※
通
信
日
付

印
有
効

■
試
験
日

第
１
次
試
験
日

　

令
和
３
年
６
月
６
日
（
日
）

第
２
次
試
験
日

　

令
和
３
年
７
月
５
日
（
月
）
～

７
月
16
日
（
金
）
の
い
ず
れ
か
第

１
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す

る
日
時

■
試
験
地

第
１
次
試
験
地 

高
崎
市
、
さ
い
た
ま
市
、
新
潟

市
、
松
本
市
ほ
か

第
２
次
試
験
地

さ
い
た
ま
市
ほ
か

■
合
格
者
発
表
日

第
１
次
試
験
合
格
者

　

令
和
３
年
６
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時

最
終
合
格
者

　

令
和
３
年
８
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
０
３
‐
３
５
８
１
‐
５
３
１
１

 

（
内
線
２
３
３
２
）

そ
の
他
の
お
問
い
合
わ
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係

☎
０
４
８
‐
６
０
０
‐
３
１
１
１ 

 

（
内
線
２
０
９
７
）

聖
火
リ
レ
ー
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

新
潟
県
内
の
聖
火
リ
レ
ー
は
、
６

月
４
日
（
金
）、
５
日
（
土
）
に
行

わ
れ
ま
す
。
新
潟
県
実
行
委
員
会
で

は
、
聖
火
リ
レ
ー
の
運
営
を
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

【
応
募
対
象
】
平
成
15
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

【
募
集
人
数
】

県
全
体
で
約
３
０
０
０
人
程
度

【
活
動
内
容
】
リ
レ
ー
沿
道
や
セ
レ

モ
ニ
ー
会
場
の
観
覧
者
整
理
、
交

通
整
理
な
ど
（
活
動
時
間
は
概
ね

４
時
間
程
度
）

【
応
募
方
法
】
新
潟
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
専
用
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
入

力
ま
た
は
所
定
の
申
込
用
紙
を
県

実
行
委
員
会
に
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル

【
応
募
期
間
】
３
月
５
日
（
金
）
～

４
月
９
日
（
金
）

※　

募
集
定
員
に
到
達
し
た
区
間

か
ら
、
順
次 

締
め
切
り

　

そ
の
他
、
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

・

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
等
新
潟
県
実
行
委

員
会
（
新
潟
県
県
民
生
活
・
ス

ポ
ー
ツ
課
内
）

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
９
５
１



広報聖籠 R3.3　18日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

厚生労働省

マイナンバーカードが

健康保険証として
利用できるようになります！

マイナンバーカードが

健康保険証として
利用できるようになります！

医療機関や薬局の受付で
マイナンバーカードを
顔認証付きカードリーダーに
かざすだけ！
カードの顔写真を機器で確認します。
※顔写真は機器に保存されません。

利用申込受付開始！利用申込受付開始！

2021 年 3 月（予定）から利用開始
※医療機関・薬局によって開始時期が異なります。利用できる医療機関・薬局については、
　今後、厚生労働省・社会保険診療報酬支払基金のホームページで公表予定です。

2021 年 3 月（予定）から利用開始
※医療機関・薬局によって開始時期が異なります。利用できる医療機関・薬局については、
　今後、厚生労働省・社会保険診療報酬支払基金のホームページで公表予定です。

●ブラウザで「マイナポータル」と検索し、
　マイナポータルへアクセスする。

●「健康保険証利用の申込」の
　「利用を申し込む」をクリックする。

STEP1

申込完了

STEP2

STEP3

STEP4

※「マイナポータルAP」は閉じてください。

●利用規約等を確認して、同意する。
※併せて、マイナポータルの利用者登録が行えます。

●マイナンバーカードを読み取る。
数字４桁の暗証番号を入力し、マイナンバーカードを
スマホにぴったりと当てて、読み取り開始ボタンを
押します。

マイナンバーＰＲキャラクター
マイナちゃん

まずは必要なものをチェック！
❶申込者本人のマイナンバーカード
　＋あらかじめ市区町村窓口で設定した暗証番号（数字４桁）
❷マイナンバーカード読取対応のスマホ（又はPC＋ICカードリーダー）
❸「マイナポータルAP」のインストール

今すぐ申込可能利用申込はカンタン！

iPhone Android

どうやって
使うの？

とっても
簡単！

○ ○ 病 院 総 合 受 付

診察券入れ

!!

スマホからの
アクセスは
こちら！

ピッと
かざすだけ！

ここをクリック！ここをクリック！

Ministry of Heaith , Labour and WelfareMinistry of Heaith , Labour and Welfare



19　R3.3 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

マイナンバー総合
フリーダイヤル 0120-95-0178

マ ナンイ バー

平日 : 9 時 30分～18時 30分
音声ガイダンスに従って「４→２」の順にお進みください。
受 付 時 間（年末年始を除く）

今すぐ申込可能どんないいことがあるの？

いつから使えるの？

就職・転職・引越をしても
健康保険証として
ずっと使える！

マイナポータルを通じた
医療費情報の自動入力で、
確定申告の医療費控除が

カンタンに！

限度額適用認定証がなくても
高額療養費制度における

限度額以上の支払が免除される！

※医療保険者への加入の届出は引き続き必要です。

※マイナンバーカードの健康保険証利用には、ICチップの中の「電子証明書」を使うため、医療機関や薬局の受付窓口でマイナンバー（12桁の数字）を取り扱う
　ことはありません。また、ご自身の診療情報がマイナンバーと紐付くことはありません。
※現在の健康保険証が利用できなくなるわけではありません。

●マイナポータルで、利用申込受付中！
現在

●医療機関・薬局などで、順次マイナンバーカードの健康保険証利用が可能に
●マイナポータルで、順次特定健診情報の閲覧が可能に

2021年3月（予定）から

●マイナポータルで、薬剤情報・医療費情報の閲覧が可能に
2021年10月（予定）から

●確定申告における医療費控除の手続きで、マイナポータルを通じて医療費情報を自動入力する
　ことが可能に

2021年分所得税の確定申告（予定）から

あなたが同意をすれば、
初めての医療機関等でも、
今までに使った正確な薬の
情報が医師等と共有できる！

マイナポータルで
自身の特定健診情報や
薬剤情報・医療費情報が

見られる！

国民
健康
保険
高齢
受給
者証

有効
期限

交付
年月
日

年　
　　
月　
　　
日

年　
　　
月　
　　
日

世
　
帯
　
主

対
象
被
保
険
者

住所

氏名

記号

番号

氏名

生年
月日

一部
負担

金の
割合

発効
期日

保険
者番
号

並び
に交
付

者の
名称
及

び印

年　
　　
月　
　　
日

年　
　　
月　
　　
日

健 康 保 険 限 度 額 適 用 認 定 証
年　　　月　　　日交付

被
保
険
者

適
用
対
象
者

保
険
者

記号
番号

氏名

年　　　月　　　日

生年月日

氏名

生年月日
住所

年　　　月　　　日
発効年月日
有効期限
適用区分

所在地

保険者
番　号

名　称
及び印

男 

女

男 

女

お薬

マイナンバーカードの
申請はお早めに！

健 康 保 険 証 利 用 申 込 の お 問 い 合 わ せ

https://myna.go.jp/html/hokenshoriyou_top.html

申込方法は
特設ページでも
確認できます！



広報聖籠 R3.3　20日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

ト
ッ
プ
チ
ー
ム

明
治
安
田
生
命
Ｊ
２
リ
ー
グ

 

い
よ
い
よ
開
幕
！

　

１
月
25
日
（
月
）
か
ら
２
月
20

日
（
土
）
ま
で
、
高
知
県
高
知
市
春

野
町
と
静
岡
県
磐
田
市
の
２
か
所
で

約
１
ヶ
月
に
渡
る
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ

た
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
。
ア
ル
ベ
ル
ト 

プ
ッ
チ 

オ
ル
ト
ネ
ダ
監
督
の
思
い

描
く
サ
ッ
カ
ー
を
浸
透
さ
せ
、
新
戦

力
が
融
合
し
、
チ
ー
ム
力
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
大
切
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

キ
ャ
ン
プ
。
寝
食
を
と
も
に
し
、
連

日
に
渡
っ
て
身
体
と
頭
を
フ
ル
稼
働

さ
せ
続
け
る
内
容
の
濃
い
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
う
と
と
も
に
、
今
シ
ー
ズ

ン
の
飛
躍
を
誓
い
、
選
手
・
ス
タ
ッ

フ
一
丸
と
な
っ
て
過
ご
し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
戦
術
を
浸
透
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
る
た
め
に
も
貴
重
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　

２
０
２
１
シ
ー
ズ
ン
よ
り
、
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
「
ア
イ
シ
テ
ル

ニ
イ
ガ
タ
」
を
掲
げ
、
あ
ら
ゆ
る
活

動
に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
創
設
以

来
、
ク
ラ
ブ
を
支
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
皆
様
と
と
も
に
、
多
く
の
困
難

を
乗
り
越
え
、
喜
び
を
と
も
に
し
て

き
た
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
育
ま

れ
、
口
ず
さ
ま
れ
て
き
た
大
切
な
言

葉
で
す
。
そ
の
大
切
な
言
葉
と
と
も

に
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ

れ
か
ら
も
「
新
潟
の
た
め
に
」
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
２
月
27
日
（
土
）、
ギ

ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州
と
の
ア
ウ
ェ
イ

ゲ
ー
ム
か
ら
２
０
２
１
シ
ー
ズ
ン
の

明
治
安
田
生
命
Ｊ
２
リ
ー
グ
が
開
幕

し
ま
す
。
翌
週
３
月
６
日
（
土
）
に

は
、
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
を
相
手

に
迎
え
、
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
で
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
開

幕
戦
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
サ
ポ
ー

タ
ー
・
後
援
会
員
の
皆
様
、
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
の
皆
様
、
新
潟
県
内
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
全
30
市
町
村
の
力
を
お
借

り
し
、
皆
様
と
と
も
に
Ｊ
１
昇
格
と

い
う
目
標
に
〝
挑
〟
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
Ｊ
リ
ー
グ
の
試
合
運
営
は
、
新

型
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
対
策
に
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
皆
様
の
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！

レ
デ
ィ
ー
ス

　
２
０
２
１
シ
ー
ズ
ン
始
動
！

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー

ス
は
、
２
月
８
日
（
月
）
か
ら
新

チ
ー
ム
が
始
動
し
ま
し
た
。
２
０
２

１
シ
ー
ズ
ン
は
、
日
本
初
の
女
子
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
〝
Ｗ
Ｅ
リ
ー
グ
〟

に
参
画
。
新
た
な
指
揮
官
に
村
松
大

介
監
督
を
迎
え
、
新
加
入
選
手
６
名

を
加
え
た
25
名
で
新
し
い
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
日
に
行
わ
れ
た
新
体
制
会
見
で

は
、
山
本
社
長
、
奥
山
Ｇ
Ｍ
か
ら
の

挨
拶
の
後
、
就
任
し
た
村
松
新
監
督

よ
り
「
ク
ラ
ブ
と
し
て
大
事
に
し
て

い
る
こ
と
を
継
承
し
な
が
ら
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
が

あ
り
、「
ま
ず
は
選
手
た
ち
と
し
っ

か
り
向
き
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン

ト
し
ま
し
た
。
新
加
入
選
手
６
名
も

そ
れ
ぞ
れ
の
意
気
込
み
を
口
に
し
、

アルビレックス
新潟情報!!

アルビレックスアルビレックス
新潟情報!!新潟情報!!



21　R3.3 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

新
シ
ー
ズ
ン
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
で
し

た
。

　

同
日
夕
方
、
チ
ー
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
後
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
し

ま
し
た
が
、
天
候
は
雪
。
新
潟
聖
籠

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ

の
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
で
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。
天
候
に

よ
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
場
所
も
変

わ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
新
潟
。
で
き

る
環
境
で
最
大
限
の
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
な
が
ら
、
チ
ー
ム
を
つ
く

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
〝
Ｗ
Ｅ
リ
ー
グ
〟
は
、
２
０
２
１

年
の
９
月
に
開
幕
予
定
。
そ
の
前

に
、
プ
レ
シ
ー
ズ
ン
マ
ッ
チ
が
４
月

か
ら
６
月
（
日
程
は
未
定
）
に
行
わ

れ
ま
す
。
約
１
年
半
と
い
う
今
ま
で

に
な
い
長
丁
場
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り

ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
準
備
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

３
月
の
試
合
予
定

 
※
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
み
掲
載

〈
明
治
安
田
生
命
Ｊ
２
リ
ー
グ
〉

第
２
節　

３
月
６
日
（
土
）

vs
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎

午
後
１
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

第
４
節　

３
月
20
日
（
土
・
祝
）

vs
ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

第
５
節　

３
月
27
日
（
土
）

vs
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

※
会
場
は
す
べ
て
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス

ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

【
全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー

 

選
手
権
大
会
】

　

１
月
３
日
か
ら
10
日
に
第
29
回
全

日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
が
開
催
さ
れ
、
北
信
越
代
表

と
し
て
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ

レ
ッ
ジ
高
等
部
女
子
が
創
部
８
年
連

続
８
回
目
の
出
場
を
し
ま
し
た
。

　

１
回
戦
の
相
手
は
、
九
州
代
表
・

東
海
大
学
付
属
福
岡
高
校
で
し
た
。

昨
年
行
わ
れ
た
同
大
会
で
は
、
Ｐ
Ｋ

戦
の
末
、
惜
し
く
も
２
回
戦
で
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
そ
の

雪
辱
を
晴
ら
す
２
対
０
で
の
勝
利
と

な
り
ま
し
た
。

　

続
く
２
回
戦
は
北
海
道
代
表
・
北

海
道
文
教
大
学
明
清
高
校
と
の
一
戦

で
し
た
。
前
半
か
ら
ペ
ー
ス
を
掴
み

６
得
点
と
快
勝
し
ま
す
。

　

準
々
決
勝
で
は
、
同
じ
く
北
信
越

代
表
・
帝
京
長
岡
高
校
と
の
対
決
と

な
り
ま
し
た
。
序
盤
か
ら
押
し
込
ま

れ
我
慢
の
時
間
が
長
く
、
前
半
の
う

ち
に
２
点
取
ら
れ
た
も
の
の
、
後
半

開
始
後
、す
ぐ
に
１
点
を
返
し
ま
す
。

し
か
し
あ
と
１
点
が
遠
く
、
１
対
２

で
試
合
終
了
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ

カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
高
等
部
女
子
が
創
部

し
て
以
来
、
初
め
て
の
ベ
ス
ト
８
と

い
う
結
果
を
残
し
ま
し
た
。
来
年
度

は
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
準
備
を

行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
高
等

部
女
子
へ
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
春
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
フ
ェ
ス
タ
】

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

に
は
２
大
イ
ベ
ン
ト
が
ご
ざ
い
ま

す
。

　

そ
の
１
つ
は
、
昨
年
10
月
に
行
わ

れ
た
「
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
タ
」
で
す
。
当
日
に
は

１
５
７
名
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
や
脱
出
ゲ
ー

ム
な
ど
を
行
い
大
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。

　

も
う
１
つ
は
、
３
月
に
開
催
さ
れ

る
「
春
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
フ
ェ
ス

タ
」
で
す
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
「
春
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
１
」
の
開
催
が
決

定
い
た
し
ま
し
た
。
親
子
ふ
れ
あ
い

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０
で
大

好
評
だ
っ
た
サ
ッ
カ
ー
教
室
は
も
ち

ろ
ん
、
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し

て
お
り
ま
す
。
近
年
稀
に
み
る
大
雪

や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
３
波

の
到
来
な
ど
不
自
由
を
強
い
ら
れ
る

状
況
で
す
が
、
皆
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
開

催
日
程
な
ど
の
最
新
情
報
は
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

JAPANサッカーカレッジチーム紹介サイト 検索

春フェス



広報聖籠 R3.3　22日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

服 装 普段よりだらしなく見える
姿 勢 前屈姿勢になりがち

振る舞い
緩慢、自発性に乏しい
落ち着きがなくイライラしている

表 情 苦しそうな・悲しそうな・憂鬱そうな
話 し 方 口数が乏しい、声が小さい
話の内容 悲観的、否定的

　聖籠町は、悲しいことに自殺をする人が多く、年によっては
県内でも上位になることもあります。
　過去 10 年間の月別自殺者数をみると、３月から５月にかけ
て自殺者数が多いのが特徴といえます。�
　春は、進学や就職・転勤・退職など職場環境・家庭環境の変
化が多い時期です。環境や生活の変化に伴い、「からだ」だけで
なく�「こころ」も疲れをためやすい「電池切れ」の状況といえ
ます。この疲れが適切に処理できないと、最悪な場合、大切な
命を自ら断ってしまうことにつながることもあります。
　自分だけでなく、周りの人のいつもと違う変化に早めに気づき、寄り添い、時に専門職に相談することも
自殺予防の第一歩。大切な人の悩みに気づき、社会全体で自殺を防ぎましょう。

【相談先】
■ 聖籠町保健福祉課（町保健福祉センター内） ☎０２５４−２７−６５１１
■ 新潟県新発田地域振興局健康福祉環境部 地域保健課 ☎０２５４−２６−９１３３
■ 新潟県下越地域いのちとこころの支援センター ☎０２５４−２８−８８８０
■ 新潟こころの相談ダイヤル ☎０５７０−７８３−０２５
■ 新潟県ホームページ　http://www.pref.niigata.lg.jp　⇒『新潟県心のセーフティーネット』で検索

月別自殺者数（昭和47年～令和元年）
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3月は「新潟県自殺対策強化月間」です

まず相談まず相談

に寄り添う人がいるに寄り添う人がいる心
あ な た

（健康せいろう 21 計画　緑丸の健康 10 か条より）

くよくよ悩まず、くよくよ悩まず、

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）　☎ 27 － 6511

こころが軽くなる言葉づかいの工夫
ストレスを溜めない日常生活の工夫

こころの不調な方があなたの近くにいたら…身近な人の
変化に気づく
目を…

外見から推定されるうつ状態

ちょっとした考え方のクセはありませんか？
言葉遣いを考えてみましょう！
　①「いつも～」
　　　いつも失敗する → 今回は失敗した
　②「絶対に～」
　　　絶対にダメだ → ダメだったこともある
　③「みんな～」　　
　　　みんなと合わない → ○○さんとは合わない

● 周囲の人にできる一番のサポートは、うつ病が
単にこころの問題ではなく、治療が必要な病気
であることを理解する。

● 「がんばって」は逆効果。
● 考えや決断を求めない。
● 「睡眠」が大切。ゆっくり休ませる。
● 病院、医院に付き添う。
● 薬の服用を確認。
● 周囲の方も一人で悩まず、専門職などに相談する。

● 一日一個よかったことを思い出そう
● 規則正しい生活を送ろう
　 →睡眠 / 三度の食事 / 定期的な内服
● 仕事のない人も一日一回の外出をしよう
● 一日に家族を含めて三人以上と話そう
● 心身をリラックスする時間をもとう
● 家族や友人などと楽しい雰囲気で食事をしよう
● 簡単でも良いから日記をつけよう



23　R3.3 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

み ん な の ひ ろ ば

町の宝で〜す
1月の乳児健診から

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行
われている乳児健診会場で主に４カ
月健診対象乳児を撮影しています。

食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

お問い合わせ　学校給食調理場
　　　　　　　栄養教諭　☎２７－７７３０

飯野 碧
あお

海
か

 ちゃん

遠藤 大
や ま と

和 ちゃん

高橋 七
なな

海
み

 ちゃん

田中 秀
しゅうえい

英 ちゃん

坂上 元
げん

気
き

 ちゃん

小川 博
ひろ

靖
のぶ

 ちゃん

高橋 陽
よう

 ちゃん

矢吹 湊
みなと

 ちゃん

遠藤 すみれ ちゃん

菅原 凪
なぎ

人
と

 ちゃん

聖籠町のおいしいもの
もりだくさんウィーク！

　１月 25 日～ 29 日は学校給食週間でした。毎年行っていた
地元生産者の方々を給食に招く「招待給食」は、コロナ禍のた
め実施できませんでしたが、離れていても子どもたちと給食が
繋がるような取組を行いました。
　普段何気なく食べている給食には、色々な人たちの苦労や思
いが詰まっていることを、知ってもらえたら嬉しいなと思います。

＊ 今年度の給食週間の取組 ＊＊ 今年度の給食週間の取組 ＊

①ようまんま、のっぺ。地元で受け継がれている郷土料理を味わい
ました。②砂里芋は、のっぺに、サラダに、おでんにと大活躍しま
した。③地元の大豆をサラダに。何度もおかわりする子も。④堀川
さんの練り物で作ったおでんで、体も心もぽかぽかになりました。

給 食 週 間 　 特 別 献 立

給食調理場から LIVE 配信 給食に関わる地元の方々からの
メッセージ視聴

①

③

②

④

こ
れ
か
ら
配
送
で
～
す
。

い
っ
て
き
ま
～
す
！



広報聖籠 R3.3　24日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

Ｑ

Ａ

新
た
な
子
育
て
シ
ス
テ
ム

な
ど
に
つ
い
て

　
亀
塚
児
童
館
に
エ
ア
コ
ン
を
つ
け

て
ほ
し
い
で
す
。

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
３
～
５
歳
児

は
お
米
を
持
参
と
の
事
で
す
が
、
持

た
せ
忘
れ
や
食
中
毒
等
が
心
配
で
す
。

で
き
れ
ば
園
で
出
し
て
い
た
だ
け
る

と
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
私
は
令
和
２
年
度
に
卒
園
す
る
子

の
親
で
す
。
例
年
卒
園
児
に
渡
さ
れ

る
園
で
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
が
今
年
度

か
ら
無
く
な
っ
た
と
聞
か
さ
れ
ま
し

た
。
た
だ
で
さ
え
コ
ロ
ナ
で
園
に
行

け
る
機
会
や
人
数
が
制
限
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
と
て
も
残
念
で
す
。

　
ま
た
、
愛
児
会
に
何
の
相
談
も
な

く
園
で
決
め
て
し
ま
っ
た
事
に
不
信

感
を
持
ち
ま
し
た
。
長
年
続
い
て
い

た
事
を
止
め
る
時
は
事
前
に
説
明
等

を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
年
代
不
明
／
女
性
）

町
か
ら
の
回
答

�

（
担
当
　
子
ど
も
教
育
課
）

　　
ご
意
見
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
初
め
に
、「
亀
塚
児
童
館
に
エ
ア

コ
ン
を
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
の
こ
と

で
す
が
、
亀
代
地
区
育
児
サ
ー
ク
ル

「
か
め
か
め
ク
ラ
ブ
」
様
よ
り
町
へ

陳
情
い
た
だ
き
、
平
成
30
年
度
に
亀

塚
児
童
館
の
保
育
室
に
設
置
し
ま
し

た
。
全
館
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保

育
室
で
の
育
児
サ
ー
ク
ル
活
動
お
よ

び
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
と
、

安
全
・
安
心
な
遊
び
の
場
を
提
供
す

る
た
め
、
環
境
整
備
と
し
て
設
置
し

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
夏
の
暑

い
日
な
ど
に
当
館
を
ご
利
用
の
際
は
、

エ
ア
コ
ン
の
あ
る
保
育
室
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
次
に
「
令
和
４
年
４
月
か
ら
３
～

５
歳
児
は
お
米
を
持
参
と
の
事・・・」

に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
、
町
立
幼
稚

園
は
１
園
（
現
在
の
蓮
潟
こ
ど
も

園
）、
私
立
認
定
こ
ど
も
園
は
４
園

の
計
５
園
で
０
～
５
歳
児
を
受
け
入

れ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ご
要
望
の
３
～
５
歳
児
の
給
食
に

つ
い
て
は
、
町
立
幼
稚
園
で
は
こ
れ

ま
で
同
様
、
完
全
給
食
を
提
供
す
る

予
定
で
す
の
で
、
主
食
（
米
）
の
持

参
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
夏
休

み
な
ど
の
長
期
休
業
期
間
中
に
預
か

り
保
育
を
利
用
さ
れ
る
際
に
は
、
給

食
提
供
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
弁

当
を
持
参
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
一
方
、
私
立
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、

運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
の
判
断
や

裁
量
に
よ
り
ま
す
が
、
０
～
２
歳
児

ク
ラ
ス
で
実
施
し
て
い
る
完
全
給
食

と
は
異
な
り
、
３
～
５
歳
児
ク
ラ
ス

で
は
、
お
か
ず
な
ど
の
副
食
の
み
を

提
供
し
、
主
食
（
米
）
は
持
参
し
て

い
た
だ
く
方
針
で
あ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
私
立
認
定
こ
ど
も
園
に

お
け
る
給
食
費
を
、
現
行
の
町
立
こ

ど
も
園
に
お
け
る
給
食
費
と
大
き
く

乖か
い
離り

し
な
い
よ
う
に
し
、
保
護
者
様

の
経
済
的
負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
り
、
も
し
、

完
全
給
食
と
し
て
提
供
す
る
場
合
は
、

現
在
予
定
し
て
い
る
給
食
費
に
、
主

食
費
を
上
乗
せ
し
て
徴
収
す
る
こ
と

に
よ
り
負
担
増
と
な
り
ま
す
。（
参

考
：
町
立
こ
ど
も
園
給
食
費
は
今
年

度
月
額
４
２
０
０
円
程
度
。
私
立
認

定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
給
食
費
（
予

定
）
令
和
４
年
度
月
額
５
０
０
０
円

程
度
で
す
が
、
い
ず
れ
も
、
今
後
変

更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。） 

　
町
と
し
て
は
、
予
定
さ
れ
て
い
る

給
食
費
の
増
額
に
関
わ
る
こ
と
で
す

の
で
、
保
護
者
様
と
私
立
認
定
こ
ど

も
園
と
が
相
互
に
納
得
し
た
上
で
、

給
食
提
供
の
内
容
と
給
食
費
が
決
定

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い

た
だ
い
た
ご
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
か
ら
各
社
会
福
祉
法
人
へ
お
伝
え

し
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
４
年
４
月
の
入
園
募

集
は
、
令
和
３
年
10
月
頃
に
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
町
立
幼
稚
園
ま
た

は
私
立
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
各

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
予
定
内
容
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
ご
家
庭
の
状
況
な
ど

に
合
わ
せ
て
入
園
希
望
先
を
選
択
く

だ
さ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
、「
卒
園
児
に
渡
さ
れ
る

ス
ナ
ッ
プ
写
真
が
な
く
な
っ
た・・・」

に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

　
本
件
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
皆
様

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
ご
指
摘
の
あ
っ
た
園
で
は
、
例
年
、

年
度
当
初
の
保
護
者
会
で
、
卒
園
ア

ル
バ
ム
に
つ
い
て
ご
説
明
す
る
と
こ

ろ
、
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
予
防
の
観
点
か
ら
、

こ
の
保
護
者
会
が
中
止
に
な
っ
た
こ

と
を
受
け
、
４
月
の
学
年
だ
よ
り
に

町
政
ポ
ス
ト

Ｑ
＆
Ａ

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
政
ポ
ス
ト
に
投
稿
の
あ
っ
た
町
政
に
対
す
る
ご
意

見
、
ご
質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

　
投
稿
者
は
年
代
と
性
別
だ
け
表
示
し
ま
す
。

　
町
政
ポ
ス
ト
は
が
き
や
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
投
稿
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
質
問

を
広
報
に
て
紹
介
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
投
稿
者
や
第
三
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
な

ど
、
投
稿
と
回
答
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

役
場
総
務
課　
広
報
広
聴
係（
内
線
２
２
４
）

22

差出有効期間
令和３年５月
３１日まで
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故
人
の
功
績
を
た
た
え
て

み ん な の ひ ろ ば

　
元
聖
籠
町
議
会
議
員
の
石
田
貢
太

郎
さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ

れ
、
西
脇
町
長
が
ご
遺
族
に
対
し
故

人
の
ご
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も

に
、
感
謝
の
意
を
表
し
伝
達
授
与
し

ま
し
た
。

　
石
田
貢
太
郎
さ
ん
は
、
町
議
会
議

員
と
し
て
３
期
12
年
間
在
職
さ
れ
、

町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
町
農
業
委
員
と
し
て
３
年

間
、
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
と
し
て
７
年
２
か
月
在
職
さ
れ

る
な
ど
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
野
球
が
大
好
き
で
、
町
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
こ
と
も
熱
心
に
応
援
し

て
い
た
」
と
息
子
の
禎よ

し
ひ
こ彦
さ
ん
が
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
天
国
の
石
田
貢
太
郎
さ
ん
と
ご
遺

族
の
皆
さ
ん
、
受
章
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

１
月
28
日
（
木
）、
統
計
調
査
員

の
田
村
八や

し

お
四
男
さ
ん（
次
第
浜
）が
、

農
林
水
産
大
臣
か
ら
表
彰
状
を
授
与

さ
れ
、
西
脇
町
長
か
ら
表
彰
状
と
副

賞
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
村
さ
ん
は
、
昭
和
55
年
か
ら
約

40
年
に
わ
た
り
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス

統
計
調
査
や
国
勢
調
査
な
ど
の
様
々

な
統
計
調
査
に
従
事
さ
れ
、
長
年
の

統
計
調
査
事
務
お
よ
び
２
０
２
０
年

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
の
顕
著

な
努
力
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
表
彰

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
家
族
の
協
力
の
お
か
げ
で
賞
を

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
田
村
さ
ん
が

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
田
村
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

故
　
石
田
　
貢
太
郎 

さ
ん
（
蓮
潟
）

旭
日
単
光
章
受
章

農
林
業
セ
ン
サ
ス

功
績
者
へ
表
彰
状
授
与

て
卒
園
ア
ル
バ
ム
の
作
成
と
金
額
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
降
、
十

分
な
説
明
を
し
な
い
ま
ま
、
時
間
が

経
過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
各
種

行
事
で
の
写
真
撮
影
を
控
え
て
欲
し

い
と
園
が
要
請
し
た
た
め
、
保
護
者

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
子
様
の

ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
撮
影
す
る
機
会
が

設
け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し

た
。）

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
今
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
、
例
年
と
異
な
る
対
応
を
取

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
は
あ
り
つ

つ
も
、
園
側
の
配
慮
と
対
応
が
十
分

で
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結

果
保
護
者
様
に
不
信
感
を
抱
か
せ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
12
月
の
参
観
日
に
お
い
て
、
ア
ル

バ
ム
の
表
紙
制
作
に
加
え
、
日
々
の

保
育
の
様
子
や
行
事
ご
と
の
ス
ナ
ッ

プ
写
真
を
園
で
は
撮
影
し
て
お
ら
ず
、

卒
園
時
に
お
渡
し
で
き
な
い
旨
を
ご

説
明
し
、
12
月
発
行
の
園
だ
よ
り
で
、

園
か
ら
は
ス
ナ
ッ
プ
写
真
の
提
供
が

な
い
旨
、
重
ね
て
お
知
ら
せ
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
園
と
し
て
は
、
卒
園
ア
ル
バ
ム
制

作
に
向
け
て
の
対
応
と
し
て
、
園
が

日
々
の
保
育
・
教
育
内
容
を
研
修
す

る
た
め
に
撮
影
し
て
い
た
ス
ナ
ッ
プ

写
真
の
中
か
ら
、
卒
園
児
１
人
に
つ

き
３
枚
ず
つ
、
保
護
者
様
へ
ご
提
供

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
、
写
真
業
者
が

撮
影
し
た
写
真
を
注
文
し
て
購
入
で

き
な
か
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
写
真
店
で
購
入
が
可
能
で
あ
る
こ

と
や
、
卒
園
ア
ル
バ
ム
に
入
る
予
定

の
集
合
写
真
や
、
園
職
員
か
ら
の
寄

せ
書
き
な
ど
、
見
本
展
示
を
行
う
と

と
も
に
、
ア
ル
バ
ム
の
内
容
に
つ
い

て
詳
細
を
お
た
よ
り
で
お
知
ら
せ
し

て
い
く
な
ど
、
保
護
者
様
の
ご
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
、
誠
意
を
持
っ
て

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
卒
園
ア
ル
バ
ム
制
作
に
関

し
て
愛
児
会
と
の
事
前
協
議
等
の
調

整
連
絡
は
、
従
来
か
ら
行
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
愛
児
会
か
ら
保
護
者
様
へ
、

卒
園
ア
ル
バ
ム
代
の
補
助
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
丁
寧
な
説
明

機
会
を
設
け
る
な
ど
の
配
慮
が
欠
け

て
お
り
ま
し
た
。

　
園
と
し
て
は
、
卒
園
ア
ル
バ
ム
制

作
に
関
し
て
保
護
者
様
に
ご
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
、
最
大
限
の
対
応
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
信
頼
回
復
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

▲表彰を受けた田村八四男さん

▲受章した石田貢太郎さん

▲役場にて西脇町長から叙勲の伝達を受ける
石田禎彦さん（右）
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蓮野こども園

亀代こども園 蓮潟こども園

鬼は～そと！ 福は～うち！
　１月 29日（金）に蓮潟こども園、２月２日
（火）に亀代こども園、２月３日（水）に蓮野
こども園で、節分の豆まきが行われました。
　怖～い鬼の登場に泣き出してしまう子もいま
したが、「心の中の鬼をやっつけるぞ！」と勇
気を出し、大きな声で「鬼はそと！」
　「泣き虫鬼」や「好き嫌い鬼」、「おこりんぼ
う鬼」を見事に追い払った園児たちでした。

新型コロナウイルス感染症に関する相談窓口
■厚生労働省の電話相談窓口 

（受付時間　平日・土日祝　午前9時～午後9時）
☎ ０１２０－５６５６５３（フリーダイヤル）
FAX ０３－３５９５－２７５６

■新潟県新型コロナ受診・相談センター 
　発熱等のかぜ症状、息苦しさや強いだるさ等
の症状があり、かかりつけ医を持たない方や相
談先に迷った方の相談を受ける窓口です。

（受付時間　毎日 24 時間対応、土日・祝日含む）
☎ ０２５－２５６－８２７５

■新発田保健所 
（受付時間　平日　午前8時30分～
　　　　　　　　　　午後5時15分）
☎ ０２５４－２６－９６５１

■新潟県新型コロナウイルス感染症
　コールセンター 
　症状がない方やどこに相談したらよいか迷っ
た方の相談窓口です。

（受付時間　平日　午前8時30分～午後5時）
☎ ０２５－２８２－１７５４
※聴覚や言語に障がいのある方は下記の方法で

受付けをいたします。
FAX  ０２５－２８２－１６４０
メール　ngt130040@pref . niigata . lg . jp

■みんなの人権１１０番
　（全国共通人権相談ダイヤル） 
　不当な差別やいじめなどの様々な人権問題に
ついての相談を受け付けています。

（受付時間　平日　午前8時30分～午後5時15分）
☎ ０５７０－００３－１１０


